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水　泳

10 月 3 日、一人暮らしの高齢者宅を訪問し、
家の窓ふきを行う「まごの手届け隊」がボラン
ティア活動を行いました。
この事業は、北見市社会福祉協議会常呂支所

の事業として、毎年行われているものです。
当日は雨天の中、会社員や学生など 10人が参

加。訪問を受けた方は、ボランティアが笑顔で
窓を拭く姿やピカピカに磨き上げた窓を見て、
「毎年、ありがとう。とても有難いです」と感謝
していました。

＜北海道  北見市＞
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ところニュース
窓ふきボランティア「まごの手届け隊」

― 笑顔で窓をピカピカに―

「2年目の村澤です」
9月に、特殊伐採の技術を習得するため資
格講習に参加してきました。
特殊伐採とは、高木を根元から倒さずに伐
採する技術で、樹上に登って梢や枝先から少
しずつ順番に刈っていくものです。例えば、
「神社寺院の境内や公園にある樹木が大木化
してしまったのでなんとかしたい」「個人宅
の庭の高木を伐採したいが高所作業車等が入
ることができない」「木の近くに建築物や送電
線などがあり普通に倒すことができない」など
といった場合にこの伐採方法が役立ちます。

そして、樹上での作業は危険度が極めて高
いため、ロープを駆使して安定するポジショ
ンを確保したり、切り落とした枝をゆっくり
と地上へ運んだりすることで、より安全に作
業を進めます。
特殊伐採には高度な技術が必要となります
が、その分やりがいがあります。今後は、特
殊伐採の技術を活かして、副業として仕事の
依頼を受け、地域に貢献できるように、現場
経験を積んでいこうと思います。 

「佐川高校生　頑張ってます！」
佐川高校では、生徒が地域のことを
知り、提案する学び「いのち輝け！さくら
咲くプロジェクト」に5年前から取り組ん
でいます。日高村、佐川町、越知町、
仁淀川町、それぞれの町村をフィールド
にして、農産物や特産品、観光資源な
どについて深く知り、高校生らしい視点
で商品開発にチャレンジしたり、観光商
品の提案をしたり、3年間かけた素晴ら
しい学びです。今年の3年生の中には、
佐川町でまちあるきガイドに取り組んだグ
ループの発表がありました。メンバーは、
取り組む一つの目的として、自分に自信
を持てるようになりたいと考えチャレンジし

たそうです。大人でもなかなか難しいガイ
ドであり、一日目は少し失敗をしたようで
すが、それを糧にして二日目には笑顔で
楽しく、高校生らしいガイドをすることが
できたそうです。ガイドするポイントについ
て、深く知り、理解をすることで、自信
を持って人に伝えられるようになったので
はないでしょうか。主体的な地域づくり、
仕事づくりをするためには、自ら考え、
決めて、やってみる、ことが大切になり
ます。この中でも、高校生の皆さんには、
「決める」ことを大切にこれからも取り組
んで欲しいと思います。人が決めたこと
をやるより、自分で決めたことにチャレン
ジするほうが、きっと楽しいはずです。

チーム佐川 監督 堀見和道（町長）
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